
調　停　申　請　書

	関

　　係

　　当

　　事

　　者
	労働者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),氏名)
	ろうどう　あきら
労働 明

	
	
	住所
	〒321-0000
栃木県宇都宮市○○町2-2

電話090-1234-5678　

	
	事

業　

主
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),氏名)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(り),又)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(が),は)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(な),名称)
	かぶしきがいしゃ〇〇   だいひょうとりしまりやく　こうろう　まこと
株式会社〇〇       代表取締役　厚労 誠

	
	
	住所
	〒100-0001
東京都千代田区○○1-1-1電話　　　　　電話　03-1234-5678

	
	
	※上記労働者に係る事業所の名称及び所在地
	株式会社〇〇　○○支店  

	
	
	
	〒321-0000
電話028-123-4567
栃木県宇都宮市○○町1-1


本社と勤務地が違う場合だけご記入下さい

	調停を求める

事項及びその理由

	上司からの継続的な暴言等のパワーハラスメントについて、
会社が適切な対応を取らなかったため、
① 会社名義による文書での謝罪
② 再発防止措置
③ 精神的苦痛に対する解決金として金□□万円の支払い
を求める。
令和○年○月頃から、直属の上司である○○より
「使えない」「辞めろ」などの発言を繰り返し受けた。
会社へ相談したが、調査や是正措置は行われなかった。

	紛争の経過
	令和6年4月　入社
令和7年7月　上司から暴言開始
令和7年10月　社内相談窓口へ相談
令和7年11月　会社から「指導の範囲」と回答
令和7年11月　精神的苦痛が増大し通院開始
令和7年12月　謝罪等(①②③)を求める通知書を事業主宛に送付 
令和8年1月　事業主より、要求には応じられない旨の回答書を受領

	その他参考

となる事項
	現在、労働審判や訴訟は行っていない。会社には労働組合があるが（または会社には労働組合がないため）、本問題が労使交渉で取り上げられたことはない。


　令和8年2月1日
申請人　　　労働 明

        　  栃木労働局長　　　殿

記入例





事業主に求めたいことを理由（例：会社に相談したが適切な対応はされなかった、相談窓口がないため会社に相談すらできなかった、会社に相談したところ不利益な取扱いを受けた）と共に必ずご記入下さい。








事業主宛に送付した通知書の記載内容を踏まえてご記入ください。





調停申請の前に通知書等で、事業主に何を求めるのか示しておく必要があります。





※本書に記載されている氏名、名称等はすべて記載例であり、実在の人物・団体とは一切関係ありません。





申請書の提出日





記入漏れ注意








